
寸法表

※記載のないストローク品については別途お問合せ下さい。
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地震時の大きな衝撃力をやわらかく受け止め、構造物全体の安全性を効率的かつ飛躍的に
高める制震デバイスです。また、温度変化による緩やかな変位時には抵抗力を生じません。

経年的な性質変化が非常に小さいシリコン系粘性材を採用し、
半永久的な使用が可能です。温度変化に伴う圧力変化に対して
内蔵アキュムレータが調圧し、安定した性能を発揮します。

安定性

Kawakin Core -Tech Co.,Ltd.

K V DK V D シリンダー型粘性ダンパー
K a w a k i n  V i s c o u s  D a m p e r

ピストン

ロッド
シリンダー

アキュムレータ

粘性材

構造

新技術情報提供
システム(NETIS）登録

登録No：KK-100033-A
技術名称：KVD
(シリンダー型粘性ダンパー)
※現在掲載期間は終了しております



製造元： 

各種お問い合わせはこちらから▶  https://kawakinct.co.jp/contact/ 2026-03

減衰係数C
減衰抵抗力F
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※一次剛性 K1 は参考値として示す。

ダンパーの選定例

性能

 

予備解析の結果等から、必要な減衰抵抗力を求めてダンパーを選定する。

※ストロークの決定には、地震の解析の他、常時の移動量、
および施工誤差の吸収量が必要です。

 

F(

減
衰
抵
抗
力)

K�

K�≒�

(変位)

 

b)速度依存性を考慮しない場合 
復元力モデル
（バネ要素）
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a)速度依存性を考慮する場合 
減衰力モデル

（ダッシュポット要素）

比較的耐力に余裕のある箇所 ( 例：橋台) にダンパーを設置
することで、地震時応答水平力や上下部構造の相対変位が
大幅に低減され、橋脚への負担が小さくなり大規模な補強
工事が不要となります。

既設橋梁の耐震補強
 KVD KVD
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02 04 応答値のチェック
下部構造
支承部 

KVD1000 変位-減衰抵抗力線図 
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KVDシリーズ速度-減衰抵抗力線図
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減衰抵抗力　F = C･Vα C：減衰係数（kN・（s/m）α）   V：速度（m/s）   α：べき乗指数（=0.22）
※速度0.5(m/s) 時に発揮される減衰抵抗力を型式呼称としています。

高速域では変位－減衰抵抗力が矩形となるため、バネ要素としてのバイリニアモデルによる解析も可能です。


